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間
質
性
肺
炎
の
診
断
か
ら
治
療
ま
で

多
数
の
画
像
に
基
づ
き
実
践
的
に
解
説

第
11
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会実際の症例から間質性肺炎のＸ線診断のポイントを解説する原先生

　

10
月
19
日
、
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

で
、
原
秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
を
講
師
に
迎
え
、
「
通
院
中
の
患
者

に
間
質
性
肺
炎
？
」
を
テ
ー
マ
に
第
11
回
胸
部

Ｘ
―
Ｐ
読
影
会
を
開
催
。
橋
野
盛
彦
先
生
（
西

宮
市
・
橋
野
医
院
）
の
司
会
で
、
講
演
後
に
は

参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
基
づ
く

熱
心
な
症
例
検
討
も
行
わ
れ
、
医
師
や
検
査
技

師
な
ど
12
人
が
参
加
し
た
。

　

原
先
生
は
、
空
咳
や
労
作
時
の
息
切
れ
な
ど

を
理
由
に
受
診
さ
れ
た
患
者
に
対
し
て
は
、
聴

診
器
に
よ
る
診
察
を
丁
寧
に
行
い
、
間
質
性
肺

炎
に
特
有
の
理
学
所
見
で
あ
る
ベ
リ
ク
レ
ラ

音
（
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
を
は
が
す
よ
う
な
捻
髪

音
）
を
聴
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強

調
。
そ
の
後
の
検
査
と
し
て
は
、
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
、

S
p
O
2

や
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
な
ど
が
あ
る
が
、

特
に
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
か
ら
間
質
性
肺
炎
が
疑
わ
れ

る
所
見
と
し
て
は
、
①
散
布
性
粒
状
陰
影
、
②

多
発
性
輪
状
影
、
③
異
常
線
状
影
な
ど
が
あ
る

と
し
て
、
実
際
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
多
数
示

し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

な
解
説
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
診
断
後
は
病
院
の
放
射
線
科
に
検
査

予
約
を
入
れ
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
の
撮
影
を
依
頼
す
る

な
ど
、
病
診
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
治
療
を

行
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、
診
察
室
で
患
者
に

Ｃ
Ｔ
画
像
や
手
書
き
の
図
式
な
ど
も
示
し
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
工
夫
な
ど
に

つ
い
て
も
紹
介
。
さ
ら
に
、
間
質
性
肺
炎
で
は

合
併
症
に
よ
り
急
性
増
悪
を
引
き
起
こ
す
危
険

性
が
あ
る
と
し
て
、
喘
息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
合

併
症
の
治
療
に
つ
い
て
も
気
を
配
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
参
加
者
が
日
々
の
診
察
で
撮

影
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
持
ち
寄
っ
て
、

画
像
か
ら
ど
の
よ
う
な
診
断
を
行
う
べ
き
か
の

検
討
会
を
実
施
。
実
際
に
遭
遇
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
同
士
で
疾

患
の
見
落
と
し
を
防
ぐ
た
め
の
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
間
質
性
肺
炎
に
お
け
る
合

併
症
の
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ

れ
た
ほ
か
、
「
具
体
的
な
症
例
に
基
づ
い
た
講
演

だ
っ
た
の
で
、
大
変
実
践
的
で
参
考
に
な
っ
た
」

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
画
像
の
紹
介
が
大
変
た

め
に
な
っ
た
」
「
明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立
て
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

研
究
会
の
前
に
は
、
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管

セ
ン
タ
ー
循
環
器
内
科
の
岩
村
世
晴
先
生
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
で
導
入
し
て
い
る
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
に

つ
い
て
の
解
説
も
行
わ
れ
た
。

　

講演後には持ち寄ったⅩ線画像に基づいて熱心な症例検討が行われた

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
26
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
11
回
胸
部
Ｘ
―
Ｐ
読
影
会
（
10
・
19
）

【
予
定
・
企
画
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

（
10
・
27
）

②
第
24
回
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研
究
会
（
11
・

30
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

（
12
・
６
）

④
第
19
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
12
・

８
）

⑤
第
29
回
漢
方
研
究
会
（
12
・
15
）

⑥
会
員
忘
年
会
（
12
・
29
）

⑦M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
35
（
１
月
開
催
予
定
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【日　時】　12月8日 ( 土 ) 15時～ 17時

【会　場】　兵庫県学校厚生会館（JR・阪神元町駅より北へ徒歩１分）

【テーマ】　「情報開示とプライバシー、そのジレンマ」

【講　師】　大阪市・米田泰邦法律事務所　

　　　　　　　　　　　
弁護士

　
鵜飼 万貴子　先生

【司　会】
　

西宮市・半田医院
　

半田 伸夫 先生

　　　※お問い合わせは、協会事務局　岡林・山田・伊藤まで　TEL078-393-1803

第 19回医療過誤訴訟セミナー



（２）２０１２年１１月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

医
師
の
立
場
か
ら
の
話
勉
強
に
な
っ
た

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

伊賀先生の死生観の講演には会場いっぱいの市民が参加した

　

10
月
27
日
、
西
宮
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
・
ウ
ェ
ー
ブ
で
西
宮
母
親
大
会
連
絡
会
が

主
催
の
「
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
」

を
開
催
。
「
人
生
の
最
期
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
～
死
生
観
、
濃
厚
治
療
、
医
療
崩
壊

な
ど
～
」
と
題
し
て
伊
賀
幹
二
先
生
（
西
宮
市
・

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
）
が
講
演
し
、
市
民
ら

52
人
が
参
加
し
た
。
主
催
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

西
宮
母
親
大
会
連
絡
会
は
、
西
宮
市
が
開
い
て

い
る
「
男
女
共
同
参
画
ウ
ェ
ー
ブ
第
13
回
い
き
い

き
フ
ェ
ス
タ
」
に
今
年
も
取
り
組
み
、
10
月
27
日
に
、

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
院
長
の
伊
賀
幹
二
先
生
を

招
い
た
講
座
を
開
催
。
52
人
の
参
加
で
成
功
裡
に

終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
で
は
、
「
救
急
車
を
呼
ば
な
い
と

い
う
お
話
に
納
得
」
（
70
歳
代
）
、
「
患
者
の
立
場
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
医
師
の
立
場
と
か
勤
務

条
件
や
国
の
考
え
が
わ
か
っ
た
」
（
60
歳
代
）
、
「
死

生
観
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

感
度
、
特
異
度
の
事
を
再
度
勉
強
し
た
い
」
（
50

歳
代
）
、
「
自
分
が
直
面
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
医
師
の
立
場
か
ら
の
話
が
聞
け
て
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
自
ら
の
死
生
観
を
ま
ず
整
理
し
、
身

内
に
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
説
得
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
学
び
を
深
め
て
い

き
た
い
」
（
50
歳
代
）
、
「
最
終
的
に
は
個
人
の
考
え

方
に
な
る
の
で
す
ね
。
『
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
が

あ
わ
て
な
く
て
い
い
の
で
す
』
と
い
う
こ
と
に
今

日
一
番
感
動
し
た
」
（
60
歳
代
）
と
、
た
い
へ
ん
好

評
で
し
た
。
他
方
で
、
「
非
常
に
深
刻
な
問
題
な
の

で
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
？
参
加
者
の
意
見
を
も
っ
と
聞
か
れ
る
よ
う
な

     　　会員忘年会のご案内　　　

　　日時 ：12月29日 ( 土 ) 18時～

　　会場 ：『木曽路』西宮店
　　　　　 　

※阪神西宮駅から北東へ徒歩 5分

               　JR 西宮駅から西へ徒歩 10 分

　　定員 ： 
 30 人 先着順・事前申込制

　　会費 ：  6,000 円 （当日徴収します）

　　　　　　　
※フリードリンク付き

【日　時】　12月15日 ( 土 )16時～ 17時 15 分

【会　場】　西宮神社会館２階「福・寿の間」

【テーマ】  「急性期症状における漢方の可能性 　　　

　 　　　　　　～いかに西洋薬と組み合わせるか～」

【講　師】　東灘区・田中内科循環器内科クリニック

　　　　　　　　　　　　　　田中 健二郎 先生

第 29 回漢方研究会

　

芦
屋
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
27
周
年
・
被
爆

67
周
年
「
非
核
平
和
祈
念
の
つ
ど
い
」
が
10
月

13
日
、
芦
屋
市
の
上
宮
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

 

幸
原
久
・
実
行
委
員
長
（
協
会
幹
事
・
支
部
顧
問
）

が
開
会
挨
拶
し
、
記
念
講
演
は
直
野
章
子
・
九
州

大
学
准
教
授
が
「
被
ば
く
と
補
償　

広
島
、
長
崎
、

そ
し
て
福
島
」
と
題
し
講
演
。
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
橋
本
美
香

氏
が
「
原
発
さ
え
な
け
れ
ば
」
な
ど
反
戦
・
脱
原

発
の
曲
を
披
露
し
た
。

　

講
演
で
直
野
氏
は
、
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
」
（
「
原
賠
法
」
）
に
は
、
「
原
子
力
事
業

の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
よ
り

も
原
子
力
産
業
推
進
を
重
視
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
原
発
被
害
者
に
受
忍
を
課
す

国
の
政
策
は
、
戦
争
に
対
し
て
非
戦
闘
員
に
は
被

害
の
受
忍
を
強
い
続
け
て
き
た
戦
後
補
償
の
歴
史

か
ら
連
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
線
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
は

証
明
す
る
こ
と
は
困
難
ゆ
え
に
、
広
島
・
長
崎
の

被
爆
者
が
原
爆
症
認
定
裁
判
で
争
っ
た
よ
う
に
、

福
島
原
発
の
被
害
者
も
補
償
の
対
象
か
ら
切
り
捨

て
ら
れ
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
。

戦
後
補
償
の
歴
史
に
連
な
る
原
発
被
害

芦
屋
非
核
平
和
祈
念
の
つ
ど
い

　講演する直野先生　　脱原発の曲を歌う橋本氏　開会挨拶する幸原先生

雰
囲
気
づ
く
り
も
ほ
し
い
」
（
80
歳
代
）
と
の
意

見
も
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
企
画
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
師
紹
介
や
レ
ジ
メ
作
成
に
保
険
医
協
会
か

ら
ご
助
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

【
西
宮
母
親
大
会
連
絡
会
・
久
保
美
枝
子
】

　　◆上記企画へのお申込み・お問合わせは　協会事務局 岡林・山田・伊藤まで　Tel:078-393-1803  Fax:078-393-1802  Mail:yamada-t@doc-net.or.jp ◆


